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令和５年 10 月末現在での前橋署
管内における休業４日以上の死
傷者数は、令和４年同期 1,170人
に比べ 127人減の 1,043人となり
ました（死亡者数は１人増の３
人）。 
昨年同期との比較 

（１）労働災害が増加した主な業種 

建 設 業  15人増の 66人 

商 業  24人増の 136人 

（２）労働災害が増加した主な事故の型 

はさまれ・巻き込まれ  ９人増の 89人 

動作の反動・無理な動作 11人増の142人 

（３）労働災害が減少した主な業種 

製 造 業  29人減の 215人 

運輸交通業  20人減の 102人 

保健衛生業  56人減の 400人 

接客娯楽業  19人減の 24人 

（４）労働災害が減少した主な事故の型 

墜落・転落  ７人減の 104人 

転  倒   １人減の 179人 

切れ・こすれ 10人減の 46人 

※労働災害が減少している事故の型について

も引き続き注意が必要です。 

特に、前橋署管内における転倒災害は、近年

最も多く発生している事故の型の一つとなっ

ています。 

（５）群馬県全体での動向 

死傷者数は 723 人減の 2,541人 

死亡災害は、昨年と比べ９人増の 13人 

令和５年 前橋署管内 労働災害発生状況（速報） 

 

令和５年 11 月号 

  前橋労働基準監督署 
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令和５年 死亡災害事例 
   

 
 令和５年 10月末現在 

        前橋労働基準監督署 

番
号 

発生月 
年 齢 

職 種 
災 害 の あ ら ま し 業  種 事故の型別 起因物別 発生時間帯 

事業場規模 

1 

５月 
60歳代 

 

作業者 

 事業場敷地内の擁壁の上にフェンスを設

置するための基礎工事作業中、約５ｍ下の

地面に転落した。 

その他の 

土木工事業 
墜落・転落 

作業床、 

歩み板 
10時頃 

10～29人 

2 

６月 

50歳代 

 

作業者 

工場内の機械設備（重量約１ｔ）を移動

させる際、機械を平台車に載せ、フォーク

リフトで牽引していたところ、機械が傾

き、補助作業を行っていた被災者が機械と

壁の間にはさまれた。 

プラスチック

製品製造業 
崩壊・倒壊 

人力 

クレーン

等 

９時頃 

100～299人 

3 

８月 40歳代 

 

販売店員 

所属店舗内の従業員専用階段前の通路で

倒れているところを発見された。 

その他の 

小売業 
その他 

その他の

起因物 
９時頃 

100～299人 


